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1.　第3 報 では，従来 のーいろ り式採暖－ につい て，

主 とし て暖房 効果 の点 につい てのべた。本報 は，比較的

新しい型 の一改良いろ り式暖房一 につい て，排気 を直接

農産物 の乾燥に利用 する，薪 スト ーブ →こ たつ →乾燥 室

組合型 の実例を とりあげ，測定，調査を行い，実際 に使

っている状態 を明 らかにし,
づ
簡 単な熱精 算を行 って，本

得 よ うとした。

2.　実際 の使用状 態を明 かにするための調査お よび測

定，熱精算 を行 うに必要 な資料 の測定（ ストーブ，こ た

つ，乾燥室 の排気温, 各室 の温湿度，燃 焼ガス分析 等）

環境衛生学的項目（ 空気中 の有害ガ ス等 ）につい て測 定

実験を行 った。

3.　本方式（ 薪 ストーブーこ たつ一乾燥室） は，従来

捨 てられ てい た薪 ストーブ の排 エネルギーを， こたつの

熱源 とし て再び有効 に利用し， さらに， こたつの排気 を

直接乾燥室 にぬくこ とにより，排 ガスの持つエネルギー

を全部 有効 に利用 するもので，総合熱 効率は 非 常 に 高

い。

熱 効率の点のみ でなく，使い方， その他の面 を総 合し

て将来 性のある暖 房型式 と考えられる。


